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日
本
遺
族
会
創
立
六
十
五
周
年
記
念
式
典
が
九
月
十
八
日
㈫
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の

ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
東
京
・
日
本
青
年
館
大
ホ
ー
ル
で
執
り
行
わ
れ
た
。

　
式
典
に
は
、
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め
、
衆
参
両
院
議
長
、
最
高
裁
判
所

長
官
、
全
国
知
事
会
代
表
、
厚
生
労
働
大
臣
、
衆
参
両
院
国
会
議
員
、
そ
し
て
全
国
都

道
府
県
遺
族
会
の
代
表
（
岡
山
県
か
ら
は
岸
本
清
美
会
長
ら
十
三
名
）
ら
約
五
百
五
十

名
が
参
列
し
た
。

　
日
本
遺
族
会
の
創
立
記
念
式
典
へ
の
両
陛
下
の
行
幸
啓
は
、
四
十
五
周
年
、
五
十
周

年
、
五
十
五
周
年
、
六
十
周
年
に
続
い
て
五
回
目
。
ま
た
、
平
成
十
七
年
に
行
わ
れ
た

「
婦
人
部
・
あ
ら
た
な
る
出
発
の
集
い
」
で
は
、
戦
没
者
の
妻
の
方
々
に
労
い
の
お
言
葉

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ

日
本
遺
族
会
創
立
六
十
五
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

　
遺
族
会
の
拠
点
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
記
念
式
典
が
行
わ

れ
て
き
た
九
段
会
館
が
昨
年

の
大
震
災
に
よ
り
閉
館
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
六
十
五
周

年
の
式
典
は
国
立
競
技
場
や

神
宮
球
場
に
隣
接
す
る
日
本

青
年
館
の
大
ホ
ー
ル
が
式
場

と
な
っ
た
。

　
記
念
式
典
は
午
前
十
時
、

畔
上
和
男
専
務
理
事
の
司
会

に
よ
り
開
式
。
靖
國
の
杜
に

鎮
ま
る
英
霊
に
黙
祷
を
捧
げ

た
後
、
森
田
次
夫
副
会
長
が

開
式
の
辞
を
述
べ
た
。
天
皇

皇
后
両
陛
下
を
お
迎
え
す
る

た
め
、
式
典
を
一
旦
休
憩
と

す
る
。

　
両
陛
下
は
定
刻
に
ホ
ー
ル

玄
関
に
ご
到
着
に
な
り
、
参

列
者
全
員
が
起
立
し
て
お
迎

え
す
る
中
、
尾
辻
秀
久
会
長

の
先
導
に
よ
り
式
場
に
ご
臨

場
に
な
ら
れ
た
。

　
皇
宮
警
察
音
楽
隊
の
伴
奏

に
よ
り
国
歌
を
斉
唱
。
続
い

て
尾
辻
会
長
が
「
本
日
、
天

皇
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓
を

仰
ぎ
、
記
念
式
典
を
挙
行
で

き
ま
す
こ
と
は
感
激
の
極
み

で
あ
り
ま
す
。
今
、
日
本
遺

族
会
は
大
き
な
困
難
に
直
面

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
と

も
会
員
一
致
結
束
し
て
英
霊

顕
彰
と
遺
族
援
護
に
全
力
を

尽
く
し
、
戦
争
を
体
験
し
た

私
た
ち
の
責
務
と
し
て
、
戦

争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ

を
後
世
に
伝
え
る
努
力
を
続

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
式
辞
を
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
野
田
佳
彦
内
閣

総
理
大
臣
、
横
路
孝
弘
衆
議

院
議
長
、
平
田
健
二
参
議
院

議
長
、
竹
崎
博
允
最
高
裁
判

所
長
官
、
全
国
知
事
会
代
表

の
山
田
啓
二
京
都
府
知
事
か

ら
お
祝
い
と
激
励
の
お
言
葉

を
い
た
だ
い
た
。

　
そ
し
て
、
政
府
の
慰
霊
事

業
や
慰
霊
友
好
親
善
事
業
、

昭
和
館
の
運
営
等
の
貢
献
に

対
し
、
小
宮
山
洋
子
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
日
本
遺
族
会
へ

感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
尾
辻
会

長
が
日
本
遺
族
会
を
代
表
し

て
感
謝
状
を
受
領
し
た
。

　
続
い
て
、
日
本
遺
族
会
会

長
表
彰
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
被
表
彰
者
（
百
三
十
二

名
）
を
代
表
し
て
宇
田
川
釼

雄
氏
（
日
本
遺
族
会
常
務
理

事
／
東
京
都
遺
族
連
合
会
会

長
）が
表
彰
状
を
受
領
し
た
。

　
こ
こ
で
尾
辻
会
長
の
先
導

に
よ
り
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

が
ご
退
場
に
な
ら
れ
る
。
式

場
か
ら「
天
皇
皇
后
両
陛
下
、

万
歳
」
の
声
が
あ
が
り
、
こ

れ
に
合
わ
せ
て
参
列
者
一
同

で
万
歳
を
三
唱
。
舞
台
袖
で

足
を
止
め
ら
れ
た
両
陛
下

は
、
式
場
に
向
か
わ
れ
て
会

釈
さ
れ
、
に
こ
や
か
に
お
応

え
に
な
ら
れ
た
。

　
両
陛
下
の
お
見
送
り
の
た

め
、
一
旦
休
憩
後
、
午
前
十

一
時
、
増
矢
稔
副
会
長
が
閉

式
の
辞
を
述
べ
、
記
念
式
典

は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
会
長
表
彰

被
表
彰
者
全
員
の
お
名
前
が

発
表
さ
れ
、
表
彰
の
栄
を
称

え
た
。
そ
し
て
、
午
前
十
一

時
三
十
分
か
ら
は
皇
宮
警
察

音
楽
隊
に
よ
る
記
念
演
奏
が

行
わ
れ
、
童
謡
か
ら
懐
か
し

の
歌
謡
曲
メ
ド
レ
ー
な
ど
が

披
露
さ
れ
た
。演
奏
の
終
盤
、

会
場
か
ら
ア
ン
コ
ー
ル
の
声

と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
音

楽
隊
の
演
奏
の
下
“
青
い
山

脈
”
を
全
員
で
合
唱
し
、
十

二
時
に
記
念
行
事
を
終
え
た
。

　
本
紙
一
一
六
三
号
（
三
月

号
）
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

し
た
が
、
二
月
二
十
八
日
に

開
催
さ
れ
た
日
本
遺
族
会
理

事
会
、評
議
員
会
に
お
い
て
、

尾
辻
秀
久
理
事
が
会
長
に
推

戴
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

尾
辻
理
事
は
参
議
院
副
議
長

の
要
職
に
あ
り
、
尾
辻
理
事

か
ら
「
正
式
な
就
任
は
副
議

長
職
を
辞
職
し
て
か
ら
」
と

の
要
請
が
あ
り
、
森
田
次
夫

副
会
長
が
会
長
代
行
と
し
て

業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
九
月
十
八
日
に

天
皇
皇
后
両
陛
下
の
行
幸
啓

を
仰
ぎ
、
日
本
遺
族
会
創
立

六
十
五
周
年
記
念
式
典
を
挙

行
す
る
に
あ
た
り
、
九
月
一

日
付
を
も
っ
て
日
本
遺
族
会

会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
森
田
会
長
代
行
は

副
会
長
と
し
て
業
務
に
あ
た

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

尾
辻
秀
久
理
事
が
会
長
に
就
任
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1 ．恩給法関係
　総務省人事・恩給局は、恩給を支給するための必要経費
として、次の通り概算要求をした。

（註）　恩給受給者数（互助年金を含む）
　　　　　　　（24年度）　（25年度）（対前年度増減）
　　恩給受給者　699千人 → 631千人　　△68千人

2 ．厚生労働省関係（恩給に関連する遺族年金等を除く）
⑴　戦没者等の妻・戦没者の父母等に対する特別給付金
の継続
（支給事務費）
	 本 年 度 予 算 額		  概 算 要 求 額
	 ０万円	 →	 9,900万円
⑵　遺骨帰還等関係
	 本 年 度 予 算 額		  概 算 要 求 額
　　　　　15億6,700万円	 →	 15億5,200万円
　　　　　（内､ 旧ソ連地域の慰霊事業等２億6,600万円）
　　　　　�（内､平和を祈念するための硫黄島特別対策事

業９億6,700万円）
《主な内容》
＊遺骨帰還等地域（15地域）

　①フィリピン、②東部ニューギニア、③ビスマーク・
ソロモン諸島、④パラオ、⑤インドネシア、⑥トラ
ック諸島、⑦沖縄、⑧硫黄島、⑨モンゴル、旧ソ連
地域（⑩ハバロフスク、⑪沿海、⑫イルクーツク、
⑬アムール、⑭ケメロボ、⑮カザフスタン共和国）
＊海外未送還遺骨情報収集事業
＊慰霊巡拝（12地域）
　①フィリピン、②東部ニューギニア、③ビスマーク・
ソロモン諸島、④インドネシア、⑤ミャンマー、⑥モ
ンゴル、⑦中国、⑧硫黄島、旧ソ連地域（⑨ハバロ
フスク、⑩沿海、⑪アルタイ、⑫クラスノヤルスク）
＊慰霊碑補修等（２カ所）
　　補修調査　①サイパン
　　補修工事　①沖縄
＊戦没者慰霊碑維持管理（15カ所）
＊遺骨、遺留品の伝達
＊戦没者遺骨に係るDNA鑑定
⑶　戦没者遺児による慰霊友好親善事業
	 本 年 度 予 算 額		  概 算 要 求 額
	 ２億8,300万円	  →	 ２億8,300万円
　　　（内　訳）
　　　　＊広域地域　	14地域 	→	 14地域
　　　　＊特定地域　３地域	 →	 ３地域
　　　　＊人　　員
　　　　　広域　	792人及び	  →	 広域792人及び
　　　　　特定地域　108人	  →	 特定地域108人
　　　　　内、民間建立慰霊碑等整理事業
	 1,100万円	  →	 1,100万円
⑷　昭和館の運営費
	 本 年 度 予 算 額		  概 算 要 求 額
	 ４億3,800万円	  →	 ４億3,200万円
⑸　全国戦没者追悼式挙行経費
	 本 年 度 予 算 額		  概 算 要 求 額
	 １億3,500万円	  →	 １億3,500万円

（ 1県当たり国費参列者50人の2,350人）　　　

　◎恩給支給に必要な経費� （単位：百万円）

本年度予算額 概算要求額 比較増減
543,725 → 480,316 △ 63,409

　（4,803億1,600万円）
内訳
①恩　給　費

541,974 → 478,805 △ 63,169
②支給事務費

1,750　　　     1,510 △      240

平成25年度政府予算の概算要求
妻・父母への特別給付金の継続にかかる支給事務費計上
　財務省は９月７日、平成25年度予算の概算要求を締め切った。概算要求の総額は東日本大震災の復興
特別会計と一般会計をあわせて、初めて100兆円を超えて過去最大。政府は年末に向け予算編成を本格
化させるが、厳しい財政難の中、財源探しは難航必至となることが予想される。
　遺族会関係では、平成25年に償還を迎える戦没者の妻及び戦没者の父母等に対する特別給付金の継
続・増額、戦没者遺児による慰霊友好親善事業、平和を祈念するための硫黄島特別対策事業等の遺骨帰
還事業といった戦没者慰霊事業の推進などについて予算要求をしているが、本年度の最重点要望事項で
ある「戦没者等の妻及び身寄りのない戦没者の父母等に対する特別給付金」については、概算要求に支
給事務費が計上された。
　しかし、厳しい財政状況の中、同給付金の継続・増額を必ず勝ち取るためには、年末の予算編成に向
けて更なる陳情運動を展開しなければなりません。日本遺族会では、予算編成期前の12月中旬に全国戦
没者遺族大会を開催し国会陳情を行うことにしており、本県においても11月17日㈯に行う岡山県遺族連
盟創立65周年記念式典終了後、戦没者遺族代表者大会を開催し、要望事項の周知と完全実現を訴えるこ
とにしている。
　各支部においても、遺族処遇改善の要望事項が平成25年度政府予算に完全計上されるよう、地元選出
自民党国会議員に理解と協力を得る陳情をお願いする。概算要求に計上されている遺族会関係項目は下
記のとおり。
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倉
敷
市
茶
屋
町

　

中　

島　
　
　

滋　

 

　
八
月
十
五
日
の
終
戦
の
日

に
東
京
の
日
本
武
道
館
で
行

わ
れ
る
全
国
戦
没
者
追
悼
式

へ
、
茶
屋
町
遺
族
会
か
ら
一

人
の
参
列
枠
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
佐
藤
会
長
か
ら
、

「
中
島
さ
ん
行
っ
て
く
れ
ま

せ
ん
か
」
と
ご
案
内
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
も
八
十
四

歳
、
こ
れ
が
最
期
に
な
る
か

も
知
れ
な
い
と
思
い
、
参
列

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
岡

山
県
の
参
列
遺
族
代
表
九
十

人
の
内
、
私
が
最
年
長
と
い

う
こ
と
で
、
県
代
表
と
し
て

献
花
者
に
も
選
ば
れ
た
次
第

で
す
。

　
八
月
十
四
日
の
朝
九
時
、

岡
山
駅
に
県
下
各
地
か
ら
ご

遺
族
が
集
合
し
ま
し
た
。

　
「
山
陽
新
聞
の
記
者
で
す

が
」
と
、
私
に
声
が
か
か
り

ま
し
た
。
他
の
テ
レ
ビ
局
の

記
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
も
数

名
、
私
の
所
へ
や
っ
て
き
ま

し
た
。「
岡
山
県
代
表
の
方
で

す
ね
。
ち
ょ
っ
と
お
話
し
を

聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
よ
ろ
し

い
で
し
ょ
う
か
」
と
マ
イ
ク

を
向
け
ら
れ
ま
し
た
。
岡
山

県
の
献
花
者
と
し
て
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
と
い
う
の
で
驚
き

ま
し
た
が
断
る
訳
に
も
い
か

ず
、
質
問
に
答
え
ま
し
た
。

　
遺
族
と
し
て
、
ど
ん
な
思

い
で
式
典
に
参
加
さ
れ
る
の

か
、
と
い
う
お
尋
ね
で
す
。

私
は
、
グ
ア
ム
島
で
私
の
兄

が
戦
死
し
た
こ
と
、
岡
山
県

か
ら
は
九
十
名
が
参
列
す
る

こ
と
、
遺
族
と
し
て
式
典
を

行
っ
て
い
た
だ
き
有
り
難
く

思
っ
て
い
る
こ
と
、
戦
争
に

よ
る
不
幸
は
二
度
と
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を
話

し
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
経

験
な
の
で
緊
張
し
ま
し
た
。

　
十
時
十
四
分
発
の
新
幹
線

は
、
山
口
県
で
記
録
的
な
豪

雨
が
あ
っ
た
た
め
、
東
京
駅

に
約
一
時
間
遅
れ
で
到
着
い

た
し
ま
し
た
。
靖
國
神
社
へ

参
拝
後
、
宿
舎
に
入
り
説
明

会
に
臨
み
ま
し
た
が
、
朝
か

ら
色
々
な
こ
と
が
あ
っ
た
か

ら
か
、
疲
れ
て
早
々
に
寝
所

に
入
り
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
八
月
十
五
日
。

戦
没
者
追
悼
式
の
日
で
す
。

武
道
館
の
前
は
人
、
人
と
い

う
感
じ
で
す
。
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
が
何
台
も
据
え
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
献
花
者
で
あ
る
私
は
参
列

団
と
分
か
れ
て
、
一
階
前
列

に
あ
る
献
花
者
席
に
案
内
さ

れ
ま
し
た
。
中
国
五
県
の
献

花
者
と
共
に
、
前
か
ら
四
列

目
の
中
央
付
近
に
着
席
し
、

献
花
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
臨
み

ま
し
た
。
野
田
総
理
を
は
じ

め
全
閣
僚
、
共
産
党
を
除
く

各
党
の
代
表
も
最
前
列
に
着

席
。
全
閣
僚
の
参
列
は
民
主

党
政
権
に
な
っ
て
初
め
て
だ

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
政
界

や
各
界
の
要
人
を
間
近
で
見

る
と
い
う
の
は
、
勿
論
私
に

と
っ
て
初
め
て
の
こ
と
で
貴

重
な
体
験
で
し
た
。

　
式
典
は
十
一
時
五
十
分
に

開
式
に
な
り
、
全
員
が
起
立

し
て
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お

迎
え
し
、
国
歌
を
斉
唱
。
続

い
て
、
野
田
総
理
が
式
辞
で

「
日
本
は
平
和
を
貫
き
通
し
、

二
度
と
戦
い
の
過
ち
は
繰
り

返
し
ま
せ
ん
」
と
、
落
ち
着

い
た
口
調
で
自
分
の
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　
両
陛
下
が
中
央
祭
壇
に
お

立
ち
に
な
り
、
正
午
の
時
報

を
合
図
に
御
霊
に
黙
祷
を
捧

げ
た
後
、天
皇
陛
下
か
ら「
過

去
の
不
幸
な
戦
争
を
思
う
と

き
、
国
を
思
い
命
を
投
げ
出

さ
れ
た
皆
様
に
深
く
哀
悼
の

意
を
捧
げ
ま
す
」
と
「
お
こ

と
ば
」を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

七
千
人
の
参
列
者
で
埋
ま
っ

た
場
内
は
シ
ー
ン
と
し
て
、

咳
払
い
一
つ
あ
り
ま
せ
ん
。

自
然
と
頭
が
下
が
り
目
頭
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
総
理
を
は
じ
め

各
界
の
方
々
の
献
花
に
続
い

て
参
列
遺
族
代
表
の
献
花
と

な
り
、
私
は
中
国
五
県
の
三

番
目
、
岡
山
県
と
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
が
あ
り
壇
上
に
進
み
ま

し
た
。
広
い
舞
台
は
一
杯
の

菊
花
で
飾
ら
れ
見
事
で
し
た
。

　
戦
後
六
十
七
年
、
戦
争
を

知
ら
な
い
世
代
が
国
民
の
八

割
を
超
え
、
戦
没
者
の
遺
児

も
七
十
歳
を
超
え
る
時
代
と

な
り
ま
し
た
。
戦
争
の
記
憶

も
次
第
に
薄
れ
て
い
ま
す
。

戦
争
の
不
幸
を
後
世
に
伝

え
、
風
化
さ
せ
な
い
よ
う
、

今
後
と
も
戦
没
者
の
慰
霊
追

悼
行
事
は
続
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
念
願
い
た
し
ま
す
。

　
日
本
遺
族
会
会
長
表
彰
受
賞

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
　

　
　
◎ 

県
連
盟
評
議
員
・
津
山
市
遺
族
連
合
会
副
会
長

�

小
　
椋
　
章
　
光
　
氏
　
　
　
　
　
　
　

　
　
◎ 

県
連
盟
評
議
員
・
瀬
戸
内
市
遺
族
連
合
会
女
性
部
長

�

佐
　
藤
　
悦
　
子
　
氏
　
　
　
　
　
　
　

　
　
◎ 

総
社
市
遺
族
連
合
会
副
会
長
・
事
務
担
当
者

�

横
　
田
　
秀
　
夫
　
氏
　
　
　
　
　
　
　

　
九
月
十
八
日
に
東
京
・
日
本
青
年
館
大
ホ
ー
ル
で
執
り
行
わ
れ
た
日

本
遺
族
会
創
立
六
十
五
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
日
本
遺
族
会
会
長
表

彰
の
表
彰
式
が
あ
り
、
岡
山
県
か
ら
は
戦
没
者
遺
族
援
護
に
功
労
の
あ

り
ま
し
た
小
椋
章
光
氏
（
県
連
盟
評
議
員
）、
佐
藤
悦
子
氏
（
同
）、
横

田
秀
夫
氏
（
総
社
市
副
会
長
・
事
務
担
当
者
）
の
各
氏
が
表
彰
の
栄
誉

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
長
年
の
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
ご
英
霊
の

慰
霊
顕
彰
並
び
に
遺
族
援
護
に
更
な
る
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
様
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

遺
族
会
の
動
き

平
成
二
十
四
年
九
月
行
事
表

３
日　

県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
準
備
委
員
会
（
い
さ
お
会
館
）

６
日　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
役
員
研
修
旅
行
（
島
根
県
方
面
）
一
泊

　
　
　

新
見
市
草
間
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

11
日　

県
連
盟
正
副
会
長
・
常
任
理
事
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

15
日　

県
連
盟
理
事･

評
議
員･

監
事
合
同
会
議
（
県
連
盟
会
議
室
）

　
　
　

瀬
戸
内
市
遺
族
連
合
会
女
性
部
長
会
議（
瀬
戸
内
市
中
央
公
民
館
）

17
日　

�「
敬
老
の
日
」県
連
盟
老
人
福
祉
事
業
／
身
寄
り
の
な
い
父
母
及
び

一
人
暮
ら
し
の
妻
慰
問
（
県
下
）

　
　
　

県
連
盟
正
副
会
長
・
常
任
理
事
合
同
会
議
（
東
京
都
内
）

18
日　

日
遺
創
立
六
十
五
周
年
記
念
式
典
（
東
京
・
日
本
青
年
館
）

19
日　

倉
敷
市
玉
島
遺
族
連
合
会
研
修
旅
行
（
愛
媛
県
方
面
）
一
泊

21
日　

岡
山
陸
軍
墓
地
秋
季
彼
岸
祭
（
岡
山
市
津
高･

岡
山
旧
陸
軍
墓
地
）

22
日　

県
連
盟
老
人
福
祉
事
業
／
百
歳
遺
族
お
祝
（
県
下
）
二
日
間

25
日　

高
梁
市
川
面
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

26
日　

玉
野
市
戦
没
者
追
悼
式
（
玉
野
市
民
会
館
）

　
　
　

高
梁
市
成
羽
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

29
日　

浅
口
市
戦
没
者
追
悼
式
（
浅
口
市
中
央
公
民
館
）

平
成
二
十
四
年
十
月
行
事
表

１
日　

�

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
会
議（
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
）一
泊

５
日　

県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

　
　
　

津
山
市
戦
没
者
追
悼
式
（
津
山
市
総
合
体
育
館
）

　
　
　

高
梁
市
高
梁
地
区
護
國
神
社
参
拝
（
県
護
國
神
社
）

６
日　

県
護
國
神
社
秋
季
例
大
祭
（
県
護
國
神
社
）

11
日　

日
遺
理
事
会
、
評
議
員
会
（
靖
國
会
館
）

　
　
　

新
見
市
神
郷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

16
日　

日
遺
支
部
事
務
局
長
・
職
員
研
修
会
（
愛
媛
県
）
一
泊

17
日　

赤
磐
市
戦
没
者
遺
族
大
会
（
赤
坂
健
康
管
理
Ｃ
）

　
　
　

新
見
市
大
佐
地
区
戦
没
者
追
悼
式
（
お
お
さ
総
合
Ｃ
）

18
日　

千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季
慰
霊
祭
（
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
）

19
日　

倉
敷
市
戦
没
者
追
悼
式
（
倉
敷
市
民
会
館
）

　
　
　

新
見
市
新
見
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

20
日　

新
見
市
熊
谷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
下
熊
谷
八
幡
神
社
）

　
　
　

新
見
市
哲
西
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

21
日　

新
見
市
石
蟹
郷
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

23
日　

新
見
市
哲
多
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
哲
多
総
合
Ｃ
）

　
　
　

真
庭
市
勝
山
支
部
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

25
日　

英
霊
に
こ
た
え
る
会
中・四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議（
サ
ン
ピ
ー
チ
岡
山
）一
泊

　
　
　

井
原
市
遺
族
連
合
会
靖
國
神
社
団
参
（
東
京
方
面
）
一
泊

　
　
　

久
米
郡
美
咲
町
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

26
日　

笠
岡
市
大
井
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
大
井
公
民
館
）

27
日　

津
山
市
高
田
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
高
田
神
社
忠
魂
碑
）

平
成
二
十
四
年
十
一
月
行
事
表

５
日　

笠
岡
市
今
井
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

７
日　

新
見
市
豊
永
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭
（
県
護
國
神
社
）

９
日　

瀬
戸
内
市
戦
没
者
追
悼
式
（
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
）

17
日　

�

県
連
盟
創
立
六
十
五
周
年
記
念
式
典
・
県
戦
没
者
遺
族
代
表
者
大

会
（
岡
山
衛
生
会
館
）

22
日　

沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
／｢

岡
山
の
塔｣

追
悼
式
（
沖
縄
県
）
二
泊

28
日　

浅
口
市
郡
遺
族
連
合
会
女
性
部
研
修
会
（
鴨
方
町
内
）

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
し
て



｢岡山の塔｣戦没者追悼式/沖縄戦跡慰霊巡拝参加者募集 
　岡山県遺族連盟では毎年、県補助事業により沖縄本島南端・摩文仁の霊域に建立されている「岡山の塔」
において「沖縄並びに南方諸地域岡山県出身戦没者追悼式」を執り行い、国難に殉ぜられた本県出身戦没
者をお慰めし、世界恒久平和実現をお誓いしています。
　平成24年度は11月22日㈭から24日㈯の日程で沖縄県の各戦跡地を巡り、23日㈮には「岡山の塔」に岡山
県及び沖縄県の関係ご当局のご臨席をいただき、戦没者追悼式を挙行いたします。
　苛烈な戦いに倒れられた郷土出身戦没者の御霊に感謝の誠を捧げたいと存じますので、多くの皆様方の
ご参加を賜りますようご案内申し上げます。

月　日 巡　　　拝　　　日　　　程 宿　泊　先

11/22
㈭

岡山駅西口又は岡山空港集合〜岡山空港発（８：15）　ジェット機　
那覇空港着（10：10）〜沖縄県護国神社参拝〜南部戦跡巡拝（陸軍病
院伊原第一外科壕、喜屋武岬・平和の塔、魂魄の塔、沖縄陸軍病院の
塔、旧海軍司令部壕）〜宿舎着（17：00）頃

那　覇　市
ダイワネットホテル
那覇国際通り

11/23
㈮

宿舎発（８：30）〜摩文仁〜黎明の塔・健児の塔〜国立沖縄戦没者
墓苑参拝〜「岡山の塔」戦没者追悼式〜平和の礎〜ひめゆりの塔〜
那覇・泊港 　高速船　 座間味港〜宿舎着（16：30）頃

座 間 味 島
ケラマビーチホテル

11/24
㈯

宿舎発（８：20）〜平和の塔〜座間味港 　高速船　 那覇・泊港〜浦
添城跡〜識名園〜泡盛まさひろギャラリー〜那覇空港発（18：20）
　ジェット機　 岡山空港着（20：15）〜岡山駅西口（21：00）頃

◎参加経費　　48,000円也（遺族会会員お一人経費）
　 　 　 　　　上記以外の方は10,000円の追加経費でお受けいたします。
◎申 込 先　　�県遺族連盟まで／住所、氏名、年令、性別、電話番号、戦没者との続柄、戦没者の氏名、

戦没場所、集合希望場所（岡山駅西口又は岡山空港）をお知らせ下さい。
◎申込締切　　10月22日㈪まで　　◎募集人員　60名程度
　　　　　　　※上記日程は交通機関等の都合により変更になる場合があります。

　
岡
山
県
護
國
神
社
が
あ
る

岡
山
市
の
各
遺
族
会
で
は
毎

月
、
分
担
し
て
神
社
境
内
の

清
掃
を
行
っ
て
お
り
、ま
た
、

春
と
秋
の
戦
没
者
慰
霊
祭
前

や
年
末
に
も
遺
族
会
や
各
企

業
の
職
員
に
よ
り
清
掃
奉
仕

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
本
誌
で
も
お
知
ら
せ
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
岡
山

市
津
高
地
区
に
あ
る
岡
山
陸

軍
墓
地
で
は
、
地
元
の
津
高

遺
族
会
の
皆
様
が
春
秋
の
彼

岸
祭
前
に
墓
地
の
清
掃
や
樹

木
の
伐
採
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
同
墓
地
の
清
掃
は
、

過
去
に
地
元
婦
人
会
の
皆
様

に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
会
員
の
高
齢
化
等
、
諸

般
の
事
情
に
よ
り
津
高
遺
族

会
が
婦
人
会
に
代
わ
っ
て
続

け
て
お
り
、
こ
の
秋
は
九
月

十
七
日
に
二
十
九
名
が
参
加

し
、
五
百
二
十
七
柱
の
お
墓

や
慰
霊
塔
周
辺
の
清
掃
、
参

道
両
側
の
木
々
の
伐
採
な
ど

に
汗
を
流
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
津
高
遺
族
会
で

も
会
員
の
高
齢
化
は
否
め

ず
、
役
員
か
ら
は
、「
将
来
の

墓
地
管
理
の
こ
と
を
思
う

と
、
近
隣
の
遺
族
会
へ
の
呼

び
か
け
や
、
特
に
若
い
世
代

の
参
加
が
必
要
と
な
っ
て
く

る
。ま
た
、国
に
殉
じ
た
方
々

の
お
墓
と
い
う
性
格
上
、
公

的
機
関
が
管
理
す
る
の
は
当

然
と
の
声
も
あ
る
。
戦
没
者

の
慰
霊
顕
彰
と
法
律
論
と
は

全
く
別
次
元
の
こ
と
」
と
墓

地
の
将
来
を
心
配
す
る
。

　
春
秋
の
岡
山
陸
軍
墓
地
彼

岸
祭
へ
の
参
列
や
同
墓
地
清

掃
奉
仕
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
岡
山
県
戦
没
者
顕

彰
会
（
☎
〇
八
六
―
二
七
一

―
七
一
七
五
）
ま
で
。

（四）
平成24年
9月15日（昭和二十五年八月十日

第三種郵便物認可）い さ お 新 聞（ １ １ 6 9 ）� 毎月十五日発行

清掃奉仕に汗を流された津高遺族会の皆さん
（９月17日：岡山陸軍墓地）

　
お
　
詫
　
び

　
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
多
く
の
行

事
が
重
な
っ
た
た
め
本
紙
の
発
行
が
大

幅
に
遅
れ
ま
し
た
。購
読
者
の
皆
様
方
に

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
の
慰
霊
祭
前
に
清
掃
奉
仕


